
（１）主体的に考え行動する力を育む教育の推進

（１）主体的に考え行動する力を育む教育の推進

　教職員の考察に「温かい学級づくりを心がけて

いるが、15％近くの児童がそう思わないと答えて

いる。助けを必要としている場合に気づけない、

児童同士のつながりが希薄な場合が考えられ

る。」とあった、このような思いを大切にし、集

団作りを進める必要性を考える。インクルーシブ

教育について、保護者・児童の肯定的な意見が多

かったが、教職員の積極的肯定が少ないのは、一

部そうなっていない現状の表れだと考えられる。

考察

　１，２ともに、解答した三者は肯定的な意見が

大半である。しかし、１，２ともに積極的肯定は

保護者、児童は高い割合だが、教職員は少なく、

消極的な肯定の「どちらかといえば、そう思う」

が大半になる。三者の思いを同じくするために

も、児童が自分を振り返る活動の充実と、教職員

の客観的に子どもを評価する姿勢と、保護者への

発信が必要だと考える。

　３は「そう思う」という積極的肯定の割合が児

童だけ低い。小学生という自分中心に社会をとら

える発達段階の影響もあるかもしれないが、本校

の教育課程をもっと社会に開かれたものにする必

要があると考える。

　また、子ども主体で活動できるような特別活動

を充実させるなど、自分たちで集団活動を成り立

たせる機会を増やす必要性を感じる。

考察

考察

　どの項目のどの解答者でも積極的肯定が多くあ

り、大部分が肯定的意見であった。本校は地域住

民から学校への期待も大きく、協力していただけ

る地域人材も多い。このことの表れだと考える。

今後も保護者や地域への情報発信、開かれた学校

づくりが必要だと考える。

3 社会の形成や持続的発展に主体的に貢献する力を育む教育の推進 

学校には、こどもが助けを必要とするときに、先生や友達から支えてもらえる温

かな雰囲気があると思いますか。

学校では、こどもがそれぞれの違いを認め、お互いを尊重し合って共

に学び合っていると思いますか。

（２）こども一人一人を尊重した教育の推進

4 5 個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実

学校は、こどもが、学習の方法やペースを自分で選んだり決めたりしながら学ぶ

授業づくりを行っていると思いますか。

学校は、こどもが、対話などを通して、他の人の考えや意見を自分の学

びに生かすような授業ができていると思いますか。

（２）こども一人一人を尊重した教育の推進

6 特別支援教育をはじめとする多様な教育的ニーズに対応した支援の充実

学校は、学校生活や地域社会をよりよくするために考えたり、行動したりするこ

どもの育成に、取り組んでいると思いますか。（児童会・生徒会活動、学校のき

まり見直し、地域のよさを伝えたり課題解決したりする取組、ナイストライ（中

学校）など）
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考察

（３）最適な教育環境の整備

8 安全・安心な園づくりの推進 9 地域や家庭と連携した教育環境の整備

学校は、こどもの安全を守る環境の整備を進めるとともに、安全教育（生活・交

通・防災など）に取り組んでいると思いますか。

学校は、地域や家庭の人と協力して、授業や行事などの教育活動を進

めていると思いますか。

7 インクルーシブ 教育の推進

1 豊かな心と健やかな体を育む教育の推進 2 自ら学びに向かう力を育む教育の推進

学校は、豊かな心と健やかな体を育む教育の充実に努めていると思いますか。

（感動・感謝、郷土愛、いのちを大切にする心、こどもの体力向上、基本的な生

活習慣など）

学校は、こどもが自分で考え、自分から取り組む授業づくりに取り組

んでいると思いますか。

考察

　全体的には肯定的意見が大半を占めているもの

の、教職員の積極的肯定が一番低い。教職員が自

信をもって「個別最適な学びと協働的な学びの一

体的な充実に取り組んでいる。」と言えるような

授業作りができるようにしていく。しかし教職員

の4の質問に対する解答だけが積極的肯定が少な

くなっていることは、教職員自身がより課題を感

じているということと考えられるので、今後の授

業改善は期待できる。
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「

考察

考察

「取り組んではいるが、教師主導になっているの

ではないか。」「積極的肯定も多いが、否定の割

合も少なくはない。とらえ方の二極化が見られ

る。」と考えられる。誰に対しても平等な傾聴の

姿勢をとり、定期以外での相談の機会を増やして

もいいのではないかと考える。

運動会や音楽祭などでの来賓の方々からの言葉では、「子どもたちがのびのびとした中にも一生懸命な姿が見られた。」など高評価の声をいただいている。しかし、個

別には、登下校の様子や放課後の公園などで遊ぶ姿について、言葉遣いや、他人のことを考えない行動など課題点を指摘する声はある。拡大評議員会（だいすき力合協

議会）で校内を見ていただいたときは、「子どもたちの集中した授業の様子」、「先生方の授業の工夫」ともに高評価いただいている。また、委員の皆様からのアン

ケート結果は、おおむねどの項目も高評価であった。しかし「どのような現状かわからないから。」という理由で、無解答の項目がある方もいらっしゃった。拡大評議

員会（だいすき力合協議会）委員の皆様を中心に、本校校区の関係者の皆様は学校への関心が高く、協力心も高いからこそ、行事での学校公開や、学校だよりなどで

の発信の充実をはかり、外部と連携した開かれた活動を推進し、より学校を知ってもらい、連携を強化していく必要性を感じた。また拡大評議員会（だいすき力合協議

会）では「地域・保護者・学校の三者合同での通学路点検」「地域住民による出前授業を行い、町内の広報誌のコーナーを作る。」「校内の環境整備」など積極的な

ご意見をいただいている。

１３　行動する子どもの育成。

力合小の子どもたちは、気づき考えたことを自分から行動するようにこの１年間

で育ってきていると思いますか。

来　年　度　の　具　体　的　な　取　組　に　つ　い　て

　全体的に、気づき、考え、行動と少しずつ肯定

の割合が減っていく。教職員の考察で、「こちら

から声かけをすることで、考え行動できる児童は

増えてきている。」とあった。きっかけを与える

ことで自分から考え、行動する児童は確実に増え

ているので、物事を自分事としてとらえる力の育

成が今後必要だと考える。このことは学校だけ、

単発の取組みだけでは達成できないので、継続的

な学級懇談会や通信などでの発信により、家庭と

学校、地域が共通の思いを持つようにしていくこ

とが大切だと考える。

　授業や行事、日々の学校生活、地域保護者との

連携など学校教育全体での取り組みが必要であ

る。

１２　考える子どもの育成。

力合小の子どもたちは、将来や、家族・友人など周りの社会のため、必要なこと

に気づけるようにこの１年間で育ってきていると思いますか。

力合小の子どもたちは、気づいたことを自分ごととして考えるように

この１年間で育ってきていると思いますか。

1. 子ども主体の学びと生活づくり（授業と学校の仕組みの改善）

　・教員はファシリテーターとしての役割を高め、 単元のゴールや活動の進め方を子どもと一緒に考えるなど、子どもが自分で考える余白をつくる。

　・授業だけでなく諸活動でも計画から対話の場を充実させる。

 2. 日常活動の価値づけと可視化 による自己有用感、自己指導能力の向上

　・具体的で達成しやすい目標で小さな「できた」を朝の会帰りの会などを利用し、子どもが相互に認め合ったり、教師が肯定的フィードバックをする。

　・掃除や給食準備など日常の当たり前に価値を持たせる。

 3. 地域や家庭との連携強化

　・ 情報共有の強化。学校の様子、指導内容を連絡、発信することで、地域や家庭でも同じスタンスで支援できるようにする。

　・外部講師の活用、保護者や地域と連携した活動を充実させる。

　・だいすき力合協議会への教職員の参加。

4. 心の安全とメンタルサポート

　・道徳を中心とし朝の会帰りの会や授業中など学校教育全体で、周りの人を思いやれる心の教育を重視する。

　・どんな意見も否定されない一人ひとりが安心して居られる集団作り。

　・アサーティブ・コミュニケーション・アンガーマネジメントなど他人を大切にする個人のスキルを高める。

小　中　学　校　関　係　者　評　価

１１　気づく子どもの育成。

（４）こどものいのちと権利の擁護

10 こどもの最善の利益を守る環境づくり

学校は、こどもの意見を反映させ、こどもの権利を守るとともに、こどもや保護

者が相談しやすい学校づくりに取り組んでいると思いますか。

独自項目
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